
市政記者各位  令和６年５月 16日 

水道局技術管理課 

経済観光文化局企業連携課 

mirai@共働事業“プラントテック実証プロジェクト 第１弾” 

『スマートグラス等を活用した設備の維持管理における      
遠隔作業支援』実証 PJ開始

福岡市では、日々の生活を支えるプラント施設をフィールドに、先端技術の活用やカーボンニュート

ラルへの対応、施設の魅力向上を実現するプラントテック実証プロジェクトを実施しており、この度、

「スマートグラス等を活用した設備の維持管理における遠隔作業支援」の実証実験を開始することとな

りましたのでお知らせします。 

記 

１ 実証プロジェクトの目的 

福岡市では、離島や山間部などに点在する浄水場やダムなど、多くの水道施設を維持管理してい

ます。その中で、大雨や台風などによる突発的な事故対応では、現地に職員を派遣し、迅速かつ的

確にトラブルに対応していく必要がありますが、経験年数が少ない若手職員も多いため、ベテラン

職員が帯同で支援しながら作業を行うことが難しい場合もあります。 

そこで、今回の実証プロジェクトでは、現地で作業する職員のヘルメットや帽子等にスマートグ

ラス※を装着し、現地の状況を遠隔地から監視・指示しながら、双方向でやり取りを行い、適切な維

持管理を行うシステムの構築に取り組むことで、水道水のさらなる安定供給をめざします。 

 

２ 実証プロジェクトへの提案企業（５社）  
○ ジャパンメディアシステム㈱ ○ ㈱ドーン ○ ㈱正興電機製作所

○ ㈱日立製作所 九州支社 ○ ㈱エクシーズ

※ 詳細は「４提案企業の技術概要紹介」を参照

３ 実証プロジェクト期間 
令和６年５月１６日 ～ 令和６年１０月３１日 

【実証実験のイメージ】 

※スマートグラス･･･メガネと同様に目の周辺に装着して使用するウェアラブルデバイスの１つで、実際に見ている光景に情報を付加し、

重ねて表示することができるディスプレイ等を有する。 



４ 提案企業の技術概要紹介 

 

 

企　　業　　名 プロジェクト概要

■研究目的

ベテラン職員の技術継承や担い手不足等の課題に対して、

スマートグラスを用いて、作業員への後方支援や育成などを
遠隔対応することで、課題解決を図ることができるのかを検

証

■研究概要
（１）スマートグラスを使用して、現地の状況を遠隔で監視及

び指示しながら、双方向でのやり取りが可能かを検証
（２）地下構造物など、通信環境が厳しい条件下でも安定し

た運用が行えるかを検証

■特徴
○ スマートグラス装着者は電源ON以外の操作が不要

○ 圧倒的な安定性

○ ハンズフリーで使用可能な安全性
○ 完全国産のシステム

ジャパンメディアシステム㈱

■研究目的・概要

映像通話システム「Live-Biz」を福岡市の水道業務にて活用

し、職員負担軽減の効果を検証

（１）現地とのリアルタイム映像通話により現地立ち合いの

人員を削減し効率化を図る

（２）映像通話により職員間の技術継承の機会を作る。映像
記録機能を研修などに活用

（３）従来点検が困難だった個所にドローンを活用し、人員・
時間を削減

■特徴
○ 同システムが全国120以上の消防本部にて導入されて

おり、その中で培った機能品質・セキュリティを活用
○ 複数人でリアルタイム映像の共有、図面などの画像を映

像内で共有が可能

○ 事前のアプリダウンロード不要のため市民からの漏水
の通報など緊急時にも対応可能

㈱ドーン

■研究目的

水道施設の維持管理業務（故障対応含む）において、スマー

トグラスを活用した遠隔からの技術支援の効果について実証

■研究概要

（１）福岡市が維持管理を行っている水道施設において、ス

マートグラスを活用し現場と水道本局をリアルタイム双
方向通信で結び、遠隔からの支援及び指示による維持

管理業務（故障対応含む）への実証実験を行う
（２）電波の届きにくい山間部や地下に設置されている水道

施設について通信環境の構築について実証実験を行う

■特徴
○ 遠隔からスマートグラスを活用して現場のリアルタイム

映像を確認できることから、維持管理業務（故障対応含

む）への適切な支援・指示が行える
※ 職員の技術レベルに左右されない適切な維持管理業務が

実現できる

㈱正興電機製作所

映像・音声をリアルタイムに共有

インターネット通信

スマートグラスによる遠隔技術支援

現場 水道本局

支援・指示
確認

判断



 

企　　業　　名 プロジェクト概要

■研究目的

現地で作業する職員が装着したスマートグラスやタブレット

端末で、現地の状況を遠隔地から監視・指示しながら双方向

でやり取りを行い、効率よく運用できるか検証

■研究概要

スマートグラスやタブレット端末に搭載したカメラにより、施

設現場作業者と画像を共有し、遠隔で同一画面を見ている熟

練者や複数の人間からの映像、音声、チャット等による的確な

指示といったやり取りを確認

■特長

○ スマートグラスに搭載されたカメラにより、現場作業者の

目線で遠隔地と映像を共有

○ 事務所と複数の離れた現場との間で映像や音声等を共有

することにより、現場での緊急対応時に的確な現場状況

の把握および現場への指示を支援

○ 録画機能により緊急対応事例などを保存管理できるため、

机上の学習を超えた技術継承を支援

㈱日立製作所 九州支社

㈱エクシーズ ■研究目的

Hololens２を活用した遠隔支援ソリューション(X Vision 

Support)の有用性検証

■研究概要

(1) 離島や山間部、地下構造物内などの通信環境が厳しい

条件下でのソリューションの安定的な稼働を検証

(2) 通信環境が確保できていない作業場所で利用するオ

フライン機能について、業務に対する適合性を検証

■特徴

○現場作業者の視野と音声を支援者にリアルタイムに共有

○現場作業者が必要とする情報をプッシュ型で作業者の

Hololens２にＭＲ表示

○現場作業者との通話記録データを保管。災害時等のオフ

ライン環境でも作業支援が可能

○Azureや等のMicrosoft製品との高い互換性を持つ

Hololens2を使用した上で、現場のニーズに特化した独

自のシステムを提供

【問い合わせ先】 

○実証プロジェクトに関すること ○mirai@共働事業に関すること

水道局技術管理課 経済観光文化局企業連携課

担当：宮﨑・福永 担当：髙村

電話：092-483-3196（内線 148-3196） 電話：092-711-4879（内線 1219）

【参考】mirai@協働事業 プラントテック実証プロジェクト 

日々の生活を支えるプラント施設での技術継承や担い手不足の解消、カーボンニュートラル

への対応や施設の魅力向上につながる新しいアイデアを発掘し、活用可能性を探るため、 

６つのテーマにおいて共に行政課題に取り組んでいける提案を募集。 

① 画像認識 AI 等を活用した搬入不適ごみの検出

② ごみ焼却による排ガスからの CO2 回収

③ 下水放流発電

④ 入退場管理システム

⑤ スマートグラス等を活用した設備の維持管理における遠隔作業支援

⑥ XR 等を活用した施設見学

今回実証実験を開始する 

テーマはこちら 


